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製 本

いまさら聞けない製本の基礎
本の綴じ方・ページ数

３次元ＣＧについて紹介させていただ
きます。

製本方法とページ数
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無線綴じ

無線綴じ 例）一般書籍、文庫本

背の部分を糊で綴じる方法。印刷したものに「折り」
を入れ、前から重ねて、糊付けして綴じます。

糊付け部分

←表面
↓裏面

片面に８Ｐ面付けした場
合のページ並び

通常、効率よく印刷するために、仕上がりサイズよ
り大きな用紙に面付けを行い、印刷します。
例えばＡ４サイズの本を作る場合は、Ａ１サイズの
用紙に表８Ｐ・裏８Ｐ面付けを行います。（Ａ１サイズ
は、Ａ４×１６ページ分）
そのため、印刷効率は１６Ｐの倍数が印刷効率が
良く、次に８Ｐの倍数となります。

無線綴じを改良した綴じ方で、本の背の部分に切
れ目を入れ、そこから糊を浸透させる綴じ方を「あ
じろ綴じ」と言い、無線綴じ＝あじろ綴じを指す場
合もあります。

中綴じ 例）パンフレット、週刊誌

本を開いた状態で中央部分を針金（ホッチキス）で
綴じる方法。

中綴じ

片面に８Ｐ面付けした場
合のページ並び

中綴じ本は４Ｐ×２＝８Ｐが最小ページ数です。 ４Ｐ

（１枚の紙を二つ折にした状態）では綴じられないた
め。そして、ページ数は常に４の倍数となります。
（例／８Ｐ、１２Ｐ、１６Ｐ、２０Ｐ・・・・）

←表面
↓裏面
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